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平成 23 年度研究概要目次 
 
 
竹内「バイオマイクロシステム」プロジェクト 

       総 括 
          プロジェクトリーダー 竹内 昌治 
    人工細胞膜を用いた創薬スクリーニングデバイスの開発 
         川野 竜司 
    均一サイズ異種リポソームアレイの形成技術 
         大崎 寿久 
    GPCR リン脂質球面膜アレイの構築と機能 
         神谷 厚輝 
        蛍光によるマイクロ流路系での ABC トランスポータ機能計測 
         佐々木 啓孝 
    業 績 
 
相澤「次世代バイオセラミックス」プロジェクト 

       総 括 
          プロジェクトリーダー 相澤 守 
    生体内安定性アパタイトセメントの実用化研究 
         水本 みのり、本田 みちよ、相澤 守 
    生体内吸収性リン酸三カルシウムセメントの実用化研究 
         小西 敏功、高橋 周平、永田 幸平、長嶋 比呂志、相澤 守 
    骨誘導能を備えたキレート硬化型アパタイトセメントの開発 
         相澤 守、千布 悠貴、中島 佑亮、長嶋 比呂志、水本 みのり、 
                  小西 敏功、本田 みちよ 
    抗菌性を備えた骨修復セメントの開発 
         本田 みちよ、川延 勇介、神澤 信行、石井 賢、相澤 守 
        抗腫瘍効果を備えたキレート硬化型アパタイトセメントの開発 
         本田 みちよ、相澤 守 
        業 績 
 
重点研究室 光触媒グループ 

      総 括 
          プロジェクトリーダー 藤嶋 昭 
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    機能性材料を用いた物質・エネルギー変換 
          中田 一弥 
   光触媒および導電性ダイヤモンド電極を用いた環境浄化 
          落合 剛 
   有機モノリス構造体を用いた新陳代謝機能を有する高撥水性表面 
                    酒井 宗寿、中島 章 
   光触媒による抗菌・抗ウイルス性能評価に向けた基礎的検討 
          石黒 斉、中野 竜一、姚 燕燕、梶岡 実雄、窪田 吉信 
    業 績 
 
重点研究室 光機能材料グループ 
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    陽極酸化ポーラスアルミナをテンプレートとした金属―ポリマーナノコンポジッ

ト構造の作製 
          近藤 敏彰 
      ポーラスアルミナを用いたナノインプリントプロセスによるモスアイ型反射防止構

造の形成 
          柳下 崇、近藤 敏彰 
    しゅう酸水溶液中での金のアノード酸化によるナノポーラス皮膜の形成 
                    西尾 和之、益田 秀樹 
   業 績 

重点研究室 透明機能材料グループ 

   総 括 
      プロジェクトリーダー 長谷川 哲也 

    Nb:TiO2 スパッタ非晶質薄膜の結晶化過程 
      ホァン・ゴク・ラン・フン、中尾 祥一郎 
   青色発光ダイオード用電極作製プロセスの開発 
      岡崎 壮平 
   歪を誘起する基板上の Nb:SnO2 薄膜のキャリア量増大 
      中尾 祥一郎 
      ペロブスカイト酸窒化物 SrTaO2N のエピタキシャル歪と誘電特性 
            廣瀬 靖、岡 大地 

     業 績 

 

    総 括 

          プロジェクトリーダー 高木 克彦 

    有機系太陽電池性能評価方法の標準化に向けた検討 
               斎藤 英純、青木 智子、青木 大輔 
    有機系太陽電池における電気特性の評価 
               酒井 宗寿、内藤 恭兵、片山 建二 
    色素増感太陽電池の高効率化 
       中田 一弥 
    業 績 

 
地域マクロニーズ即応プロジェクト 健康・アンチエイジングプロジェクト 

    総 括 
       プロジェクトリーダー 阿部 啓子 

ラット肝臓および血球細胞の網羅的遺伝子発現解析による鉄摂取量安全性基準の 
アセスメント 

      亀井 飛鳥 
特殊な組成のアミノ酸混合液の生理機能解析 
     篠崎 文夏 
メープルシロップの健康機能性評価研究 
   渡部 由貴 
発がんプロモーション関連遺伝子の探索 
   大森 清美（神奈川県衛生研究所） 
桑葉ポリフェノール画分の高コレステロール血症進行抑制効果における作用機序の解明 

      小林 征洋（神奈川県衛生研究所／東京海洋大学）、 
     宮澤 眞紀（神奈川県衛生研究所） 
ナノサイズ二酸化チタンが皮膚に与える影響の検討 
     宮澤 眞紀（神奈川県衛生研究所）、 
     小林 征洋（神奈川県衛生研究所／東京海洋大） 
高コレステロール食給餌マウスへの杜仲葉熱水抽出液投与の効果 
     荒木 真由美、青木 信義、廣川 隆彦、瀬戸山 央（神奈川県産業技術センター） 
湘南ゴールドの機能性評価 
     曽我 綾香、吉田 誠（神奈川県農業技術センター） 

     業 績 
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竹内「バイオマイクロシステム」
研究期間：平成 21 年 4 月～平成 25 年 3 月
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”バイオ MEMS の拓く異分野融合研究”、
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日刊工業新聞、

「1 分でコカイン検出〜手のひらサイズの装置開発」
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重点研究室　光触媒グループ
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可視光応答型光触媒加工製品を病院内の各所に設置し、

その抗菌効果について試験を行った。 

石黒　斉、中野　竜一、姚　燕燕、梶岡　実雄、窪田　吉信 
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重点研究室　光機能材料グループ
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挙

濃度領域で細孔配列の規則化が進行することが明

らかになった． 

も



－ 72 －

KAST 平成23年度研究概要　2012.7.24

ア，周囲にＡｕのシェルを有する同軸構造の形成を
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２

電極上におけるよりスムーズな物質拡散が可能とな
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金属―ポリマーナノコンポジット構造の作製 

が
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（突起径 ： 左から 50nm, 65nm, 90nm） 
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径を 90nm として，突起高さを 120nm，150nm，200nm と変化
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化学的に溶出させ，スポンジ状の金のナノポーラス構造を形
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終了
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重点研究室　透明機能材料グループ
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Fig. 2 SrTaO2N 薄膜の断面 TEM 像(a)と電子線回折像(b) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 3 SrTaO2N 薄膜の圧電応答のヒステリシスループ 
 
また、これらの薄膜について、共鳴 PFM 測定を行ったところ、

いずれの試料においても、明瞭な分域像を書き込むことがで

きた。また、圧電応答のヒステリシスループを得ることにも成功

した(Fig. 3)。従って、作成した SrTaO2N 薄膜はいずれも強誘

電性を示すことが確認された。 
次に、SrTaO2N の比誘電率 ε と膜厚の関係を Fig. 4 に示す。

膜厚が 50nm 程度では、ε は約 200 で、バルク体のほぼ 1/10

の値しか示さない。しかし、ε は膜厚の増加に伴って急激な増

大を示し、膜厚が 300 nm ではバルク体と同程度の大きな値

（>2000）に達した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 4 SrTaO2N 薄膜の比誘電率 ε と膜厚の関係 
 
４． 考察 

上記の実験結果より、膜厚の増加に伴って、エピタキシャル

歪が緩和し、比誘電率の値がバルク体に近づくことがわかった。

これは、SrTaO2N の誘電物性とエピタキシャル歪の間に何らか

の相関があることを示唆している。このような相関の微視的な

起源について、現時点では完全な理解に至ってはいないが、

一つの候補として、結晶格子中の窒素と酸素の配列と格子歪

の関係を検討している。 
SrTaO2N の結晶は TaO2N 八面体が 3 次元的に連なったネ

ットワークから構成される。各 TaO2N 八面体には窒素が隣り合

った頂点を占める cis 型と向かい合った頂点を占める trans 型
の 2 通りがあるが(Fig. 5)、安定な結晶構造は両者で異なる。

Page らによる第一原理計算によると、バルク体で安定な cis 型
では c/a < 1 となるのに対して、強誘電性を示す可能性がある

trans 型では c/a > 1 となる[5]。ここから、SrTiO3基板上に作成

したSrTaO2N薄膜では、基板からの面内圧縮歪みによってc/a 
> 1 となるため、trans 体が安定化されるのではないかと考え

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 5 (左)cis 型 (右)trans 型 TaO2N 八面体 
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有機系太陽電池評価
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　有機系太陽電池は従来のシリコン太陽電池に比べ、カラー化・フレキシブル化・大面積化や高速印刷製

造が可能といわれており、製造時の CO2 排出量が少なく原材料の資源的制約も少ないため低価格で大量生

産し易い利点がある。反面、素材が有機物であるため、基本的に加熱や酸化雰囲気下での堅牢性に難点が

あり、変換効率と耐久性の改善が実用化の課題となっている。 
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き行った。また、これら測定精度の向上と不確かさの

程度の減少により、太陽電池性能評価の信頼性向上

に取り組んだ。この目的のため、平成 23 年度には、
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健康・アンチエイジング
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鉄過剰実験実施の背景

小腸における鉄の吸収

〜
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 ２．１．１ a)と同様である。なお、血液は、200µlの全血

を 800µlの TRIzol LS Reagent（Invitrogen 社）に懸濁後、

定法に従ってtotal RNAを抽出した。  

b)
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肝臓を用い、
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荒木　真由美、青木　信義、廣川　隆彦、瀬戸山　央／神奈川県産業技術センター 

C57BL/6NCrSlc （CE-2、

（TBIL）、 （DBIL））
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* 図 6 にも示した。

影響

TC＊
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